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新
庄
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
宝
庫

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
中
で
す

2

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
？

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
太
陽
や

風
力
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
か
、

植
物
や
木
材
資
源
な
ど
か
ら
取
り
出
す

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
冬
に
降
っ
た

雪
を
夏
の
冷
房
な
ど
に
使
う
雪
氷
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
、
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
こ
れ
ら
の
地
域

に
存
在
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
総
称
し
た

も
の
で
す
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
こ
と

で
、
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
の
使
用
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
地
球
温

暖
化
を
防
ぐ
方
法
の
一
つ
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
化
石
資
源
に
は
限
り
が
あ
り
、

石
油
は
こ
の
ま
ま
使
え
ば
あ
と
四
十
一

年
で
な
く
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
資
源
の
循
環
に
よ

り
半
永
久
的
に
利
用
で
き
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
て

こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
地

域
で
も
有
効
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
、

市
は
九
月
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
に
向
け
た
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。

委
員
は
十
一
名
で
構
成
。委
員
長
は
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
分
野
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
東
北
芸
術
工
科
大
学
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
助
教
授
・
三
浦
秀
一
氏
で

す
。
委
員
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
権
威
で
あ

る
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
・
大
友
俊

允
氏
を
は
じ
め
、国
・
県
・
市
の
関
係
者
、

東
北
電
力（
株
）、
商
工
会
議
所
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
も
が
み
、
新
庄
Ｔ
Ｃ
Ｍ
、
新
庄
市
連

合
婦
人
会
、
農
協
婦
人
部
の
代
表
者
な

ど
、
関
係
各
層
の
方
々
で
す
。

第
一
回
の
委
員
会
を
九
月
に
開
催

し
、
来
年
二
月
ま
で
全
四
回
の
開
催
予

定
で
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

新
庄
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
宝
庫

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
中
で
す

新
庄
市
は
、
今
年
度
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す

地
域
に
豊
富
に
あ
る
埋
も
れ
た
自
然
資
源
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン（
基
本
計
画
）で
す
。

今
回
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▲雪を農産物の貯蔵に利用する雪室（ゆきむろ）

▲バイオマスエネルギーの原料となるソルガム
（9月／エコロジーガーデン）

自然エネルギー自然エネルギー

バイオマスエネルギー
植物などの生物、有機体をエネルギー資
源として用いるもの。樹木などの森林資
源、ソルガムなどの作物や稲わらなどの農
産資源、家畜のふん尿などの畜産資源、
食品工場からの有機性の廃棄物、し尿、
生ごみなど多岐にわたります。

雪氷
エネルギー
雪や氷を必要な時
期まで保存し、これ
を冷房や冷蔵の冷
熱源として利用し
ます。

太陽
エネルギー
太陽熱を電気に変
換する太陽光発電
と、直接、給湯・暖房
などに利用する太陽
熱利用があります。

風力
エネルギー
風の力で風車をま
わし、その回転運動
を発電器に伝えて
電気を起こす発電
システムです。

こ
ん
な
に
あ
り
ま
す

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

十
月
に
市
民
五
百
人
、
市
内
事
業
所

三
百
社
を
対
象
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
民
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
小
中
学

生
向
け
も
同
封
し
同
時
に
回
答
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
の
は
、
太
陽
熱
利
用
や
風
力
発

電
な
ど
で
し
た
。
ま
た
、
今
後
利
用
し

た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
バ
イ
オ
マ
ス
、

雪
氷
冷
熱
お
よ
び
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
動
車
の
利
用
が
多
く
、
特
に
自
動

車
な
ど
へ
ア
ル
コ
ー
ル
混
合
燃
料
を
利
用

し
た
い
と
い
う
の
が
高
い
割
合
を
占
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
か
ら
市
に
優
先
的
に
実

施
し
て
ほ
し
い
事
業
と
し
て
要
望
が
多

い
の
は
、「
学
校
や
公
共
施
設
へ
の
太
陽

光
発
電
や
小
型
風
力
発
電
な
ど
の
設

置
」「
公
共
施
設
な
ど
で
の
雪
氷
冷
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
計
画
策
定
」
な
ど
で
、

事
業
者
か
ら
は「
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
製
造

セ
ン
タ
ー
の
整
備
計
画
策
定
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
地
域
資
源

と
し
て
豊
富
な
バ
イ
オ
マ
ス
や
雪
氷
を

身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
で
き

な
い
か
と
い
う
意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

今
後
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
、
ま

た
、
地
域
特
性
や
産
業
化
の
可
能
性
を

ふ
ま
え
、
今
年
度
中
に
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
循
環
型
社
会
は

身
近
な
こ
と
か
ら

地
球
温
暖
化
の
問
題
や
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
使
っ
て
い
こ
う
と
い
う
循

環
型
社
会
の
構
築
な
ど
、
ひ
と
り
の
力

で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
で
も
、
地
域

ぐ
る
み
で
力
を
合
わ
せ
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
大
き
な
効
果
を
生
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

家
庭
や
学
校
、
会
社
や
地
域
の
中
で

も
、
身
近
な
、
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践

し
て
い
く
こ
と
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
含

め
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
見
つ
め

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
懇
談
会
）を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
次
回
1
月
23
日
午
後
6
時
〜（
予
定
）

▼
と
こ
ろ
ゆ
め
り
あ
2
階
会
議
室

◎
詳
し
く
は
、
企
画
調
整
課
企
画
政
策

室
へ
。

1
内
線
2
4
9

▲風力発電の実験設備（新庄神室産業高校）

▲太陽光発電の実験設備（新庄神室産業高校）

バイオマスや雪氷エネルギーの利用意向について（市民からの回答） 

既に利用している 利用を予定している 利用を検討している 
将来的には使ってみたい 利用を考えたことはない 無回答 

米や野菜を保存する 
雪氷冷蔵倉庫 

雪冷房システムの導入 

バイオマスを原料とした堆肥 

自家用車や農機具への 
アルコール混合燃料 

0 20 40 60 80 100％ 

リサイクル型エネルギーリサイクル型エネルギー

廃棄物
エネルギー

廃棄物を焼却するときに発
生する熱やガスを使って蒸
気を作り、タービンで発電
機をまわして発電するシステ
ムです。

温度差
エネルギー

都市や工場の廃熱利
用など、本来利用でき
るのに捨ててしまってい
たエネルギーを利用し
ます。

従来型エネルギー従来型エネルギー

燃料電池
天然ガスやアルコール類から
取り出した水素と、大気中の
酸素とを化学反応させ、直接
電気を発電するシステムです。
家庭や事業所への設置型と
自動車搭載型があります。

クリーンエネルギー
自動車

電気を動力とした電気自動車、
電気とガソリンを併用するハイブ
リッド自動車、天然ガス自動車、
燃料電池で発電した電気を使う
燃料電池自動車などがあります。
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◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
「
燃
や
せ
る
 

　
ご
み
」
に
変
更
し
た
の
は
な
ぜ
？
 

　
ご
み
は
、種
類
・
性
質
・
処
理
方
法
で

分
別
方
法
が
決
ま
り
ま
す（
表
１
参
照
）。

以
前
の
焼
却
場
に
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
除

去
設
備
が
な
か
っ
た
た
め
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
は
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
と
し
て
埋
め

立
て
て
い
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、ご
み
容
積
を
減
ら
す
た
め
の

熱
処
理
費
用
の
問
題
や
、埋
立
地
が
予

想
以
上
に
早
く
満
杯
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
寿
命
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
そ
こ
で
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
除
去
設
備
を

備
え
た
新
焼
却
場
が
昨
年
十
二
月
に
本

格
稼
動
し
た
の
を
機
に
、焼
却
処
理
に

変
更
し
た
の
で
す
。
 

 ◆
ご
み
分
別
の
徹
底
で
 

　
埋
立
地
の
寿
命
は
延
び
ま
す
 

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、石
油
を
原
料
と

し
て
い
ま
す
。
化
石
資
源
の
枯
渇
や
、焼

却
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
な
ど
地

球
温
暖
化
の
問
題
を
考
え
る
と
、焼
却

処
理
は
最
善
の
方
法
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
リ
サ
イ
ク
ル

が
難
し
い
現
状
で
は
、埋
立
地
の
寿
命
を

長
引
か
せ
る
方
法
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
十
年
に
完
成
し
た
現
在
の
埋
立

地（
舟
形
町
）は
、当
初
十
五
年
間
の
使

用
予
定
で
し
た
が
、現
在
は
十
八
年
間

使
用
で
き
る
見
込
み
で
す
。
 

　
ご
み
の
分
別
を
し
っ
か
り
と
し
、リ
サ

イ
ク
ル
な
ど
で
ご
み
減
量
に
努
め
れ
ば
、も
っ

と
寿
命
は
延
び
ま
す
。
 

 ◆
再
び
増
え
続
け
て
い
る
ご
み
 

　
処
理
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
た
こ
と

か
ら
十
一
年
度
に
ご
み
有
料
化
を
導
入
し
、

十
一
年
度
は
大
幅
に
ご
み
の
処
理
量
が
減

少
し
ま
し
た（
前
年
度
比
三
十
五
％
減
）。
 

　
し
か
し
そ
の
後
、毎
年
三
％
〜
五
％
ず

つ
増
加
し
、現
在
、市
か
ら
は
一
日
平
均
約

二
十
五
ト
ン
も
の
生
活
ご
み
が
搬
入
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
ま
ま
い
け
ば
、近
い
将
来
、

一
日
の
最
大
処
理
量
を
突
破
し
て
し
ま
い

ま
す
。
 

 

           ◆
市
の
ご
み
処
理
費
用
の
 

　
約
八
割
は
税
金
か
ら
 

　
ご
み
の
焼
却
・
埋
立
な
ど
の
中
間
・
最

終
処
理
は
、最
上
八
市
町
村
が
共
同
で
行
っ

て
い
ま
す
。
十
四
年
度
に
市
が
ご
み
処
理

に
要
し
た
費
用
は
、約
三
億
三
千
百
万
円
。

そ
れ
に
約
二
億
五
千
七
百
万
円
の
税
金

が
充
て
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
ご
み
の
量
が
増
え
る
ほ
ど
処
理
施
設

の
維
持
費
・
修
理
費
も
か
さ
み
、ご
み
処

理
費
用
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、可
燃
ご
み

に
金
属
な
ど
の
不
燃
物
が
混
入
し
て
い

る
場
合
も
、焼
却
炉
の
燃
焼
効
率
を
低

下
さ
せ
た
り
炉
を
痛
め
る
な
ど
、経
費
を

増
加
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

　
分
別
を
し
っ
か
り
と
し
、で
き
る
だ
け

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
、長
期
間
に
わ
た

り
処
理
施
設
を
大
事
に
使
っ
て
い
く
こ
と

が
で
き
、処
理
費
用
を
抑
え
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
 

こ
 
か
つ
 

もう一度｢ごみ｣について 
考えてください 
もう一度｢ごみ｣について 
考えてください 
ごみ分別の徹底とごみ袋への記名をお願いしてから1カ月。  

毎日、ごみステーションには収集されなかったごみ袋が多く残り、 

市役所への問い合せと早く収集してほしいという苦情が 

殺到しています。日常生活の中で、全くごみを出さないという 

人はいません。ここで、もう一度｢ごみ｣について考えてみましょう。 

▲資源となるものが入っていたためごみ出し方指導カードがはられ 
　ステーションに残された不燃ごみ 

単位：トン 

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

10,000 

トン 
12,000

9 10 11 12 13 14 年度 

燃やせるごみ 

燃やせないごみ 

資源ごみ 

家庭系ごみ処理量の推移 

【表-2　ごみ処理費用】 

1世帯当たり・・・・・・・・・・・ 年間25,000円 

1人当たり・・・・・・・・・・・・・・・・ 年間8,000円 

ごみ袋1個当たり・・・・・・・・・・・・・ 約200円 

（ごみ袋販売量・・・年間177万4千枚） 

●市民1人が1日に出すごみの量は607g 
　うち「資源ごみ」は32g（14年度） 
●埋立場建設費／16億5千万円 
●リサイクルプラザ建設費／30億円 
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◆
ご
み
を
減
ら
す
三
つ
の
方
法
 

　
ご
み
減
量
は
、全
国
的
に
重
要
な
課

題
で「
３
Ｒ
運
動
」
を
展
開
中
で
す
。
 

　
　
　
　
　
＝
減
量
／
ご
み
と
な
る
も

の
を
減
ら
す
●
過
剰
包
装
を
断
る
●
詰

め
替
え
容
器
を
使
う
●
使
い
捨
て
商
品

を
買
わ
な
い
●
買
い
物
に
マ
イ
バ
ッ
ク
を

持
参
す
る
 

　
　
　
　
＝
再
利
用
／
繰
り
返
し
使

う
●
壊
れ
た
ら
修
理
し
て
使
う
●
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

活
用
す
る
 

　
　
　
　
　
＝
再
生
利
用
／
再
生
資

源
を
利
用
し
て
新
し
い
製
品
を
作
る
 

●
資
源
ご
み
収
集
に
資
源
と
し
て
出
す

●
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
回
収
箱
を
利
用

す
る
●
町
内
会
・
子
供
会
な
ど
の
資
源
回

収
「
リ
サ
イ
ク
ル
に
こ
に
こ
運
動
」に
参
加

す
る
●
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
積
極
的
に
購

入
す
る（
コ
ピ
ー
紙
、ノ
ー
ト
、テ
ィ
ッ
シ
ュペ
ー

パ
ー
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
） 

 ◆
布
類
・
衣
類
も
資
源
と
な
り
ま
す
 

　
受
け
入
れ
先
の
事
情
と
回
収
コ
ス
ト

の
点
か
ら
回
収
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

十
月
か
ら
町
内
や
子
供
会
で
の
布
・
衣

類
の
資
源
回
収
を
再
開
し
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
 
 
家
庭
で
使
わ
れ
て
い

た
も
の
で
洗
濯
済
み
の
も
の
●
木
綿
、ウ
ー

ル
、化
繊
等
材
質
を
問
い
ま
せ
ん
●
ボ
タ

ン
や
チ
ャ
ッ
ク
が
つ
い
た
ま
ま
で
大
丈
夫
●

シ
ー
ツ
、タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
、毛
布
な
ど
大
き

い
物
で
も
大
丈
夫
 

　
　
　
　
　
　
　
　
布
団
、座
布
団
、

な
ど
の
綿
が
入
っ
て
い
る
も
の
●
ア
ノ
ラ
ッ

ク
な
ど
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
も
の
●

編
ま
れ
て
い
な
い
毛
糸
●
カ
ー
テ
ン（
日

光
に
よ
り
繊
維
が
弱
く
な
っ
て
い
る
た
め
）

●
新
品
の
も
の（
一
度
も
洗
濯
し
た
こ
と

が
な
い
も
の
）●
濡
れ
て
い
る
も
の
 

　
　
　
　
必
ず
透
明
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
る
こ
と
 

※
次
の
団
体
で
は
常
時
受
け
入
れ
を
し

て
い
ま
す（
事
前
連
絡
の
こ
と
）。
 

○
す
ぎ
の
こ
ハ
ウ
ス（
高
壇
） 

　
無
償
引
取
り
　
　
1
2
9
‐
４
６
８
２
 

○
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所（
川
原
町
） 

　
無
償
引
取
り
　
　
1
2
3
‐
８
５
５
６
 

○
新
庄
故
紙
セ
ン
タ
ー（
十
日
町
柳
原
）

　
無
償
引
取
り
　
　
1
2
3
‐
５
３
２
１

 

もう一度｢ごみ｣について 
考えてください 

※区分は、3月に全戸配布した｢ごみ収集日程表｣｢50音別分別表｣で確認してください。  
※リサイクルできるものは、資源として出してください。 

【表-１　ごみの区分と処理方法】 

リサイクルプラザ 
もがみ 

（舟形町） 

処理施設 区　分 種　類 処理方法 

エコプラザもがみ 
（鮭川村） 燃やせるごみ 生ごみ、紙類、布類、ゴム 

プラスチック類、木くず 焼却 

燃やせないごみ 陶磁器・ガラス・金属 
プラスチック 

砕いて埋立 
（金属類は資源として回収） 

粗大ごみ 指定袋に入らないもの 砕いて焼却・埋立 
（金属類は資源として回収） 

資源ごみ びん・缶・ペットボトル 資源として回収・出荷 
（不適物は焼却または埋立） － 

絵はがき・盆栽花木･盆栽鉢・ 

遠赤外線ホームサウナ・ 

エアーウォーカー・謡曲本の本棚・ 

自操用車椅子・スキー板・スキー靴 

フリーマーケット情報 

お譲りします 

皆さんもごみ減量に 
挑戦してみてください 

◎詳しくは、環境課環境保全室へ。 
1内線431～433

リ
デ
ュ
ー
ス
 

リ
ユ
ー
ス
 

リ
サ
イ
ク
ル
 

回
収
で
き
な
い
も
の
 

出
し
方
 

  

事
業
所
の
ご
み
処
理
は
？
 

　
各
町
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

家
庭
か
ら
出
る
生
活
ご
み
の
集
積
所

で
す
。
事
務
所
、商
店
、飲
食
店
、工

場
な
ど
の「
事
業
所
」
か
ら
出
る
ご
み

は
、事
業
主
の
責
任
で
処
理
す
る
こ

と
が
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

家
庭
ご
み
の
集
積
所
に
出
し
て
、市

民
の
税
金
で
処
理
さ
せ
よ
う
と
す
る

こ
と
は
、マ
ナ
ー
違
反
は
も
ち
ろ
ん
法

的
に
も
違
反
行
為
で
す
。
 

　
ま
た
、市
の
指
定
ご
み
袋
も
家
庭

用
の
た
め
使
え
ま
せ
ん
。
 

　
直
接
、処
理
場
に
持
ち
込
む
か
、市

の
許
可
を
受
け
て
い
る
収
集
運
搬
業

者
に
依
頼
し
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

  

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
 

㈱
新
庄
清
掃
 

1
２
３
‐
０
６
７
４
 

マ
ル
ミ
ツ
産
業
㈱
 

1
２
２
‐
０
８
９
６
 

環
境
ク
リ
ー
ン
産
業
 

1
２
３
‐
８
３
３
９
 

㈱
殖
成
興
産
 

1
２
３
‐
３
９
３
５
 

鈴
木
商
店
 

1
２
３
‐
０
１
８
２
 

堀
江
商
店
 

1
２
２
‐
６
５
３
０
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 
1
２
２
‐
３
０
６
５
 

阿
部
與
一
 

1
２
２
‐
２
２
６
０
 

奥
山
商
店
 

1
２
２
‐
０
７
６
８
 

柿
崎
重
機
㈲
 

1
２
２
‐
８
３
２
６
 

㈱
テ
ー
・
ビ
ー
・エ
ス
企
画（
東
根
市
） 

1
０
２
３
７
‐
４
９
‐
１
９
８
８
 

㈲
森
谷
清
掃（
東
根
市
） 

1
０
２
３
７
‐
４
３
‐
３
６
１
２
 

プラスチック類は、紙類や台所ごみと一緒に焼却するので、
大きくて硬いと燃えずに残り、その後の処理が大変です。
硬くて大きいものは「燃やせないごみ」として出して下さい。
目安は「洗面器＝燃やせないごみ」です。 

回
収
で
き
る
も
の
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バ
イ
オ
マ
ス
を
使
っ
た
混
合
燃
料
の
実
用
走
行
、消
流
雪
用
水
事
業
の
試
験
通
水
、さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
通
じ
た
交

流
が
大
き
く
広
が
っ
た
国
民
文
化
祭
の
開
催
な
ど
多
く
の
出
来
事
が
あ
っ
た
平
成
十
五
年
。
新
年
の
さ
ら
な
る
飛

躍
に
向
け
、市
制
施
行
か
ら
五
十
四
年
目
、新
庄
駅
開
業
か
ら
百
周
年
の
今
年
を
振
り
返
り
ま
す
。 

 

q
豪
雪
期
の
水
不
足
解
消
に
向
け
、最

上
川
か
ら
取
水
し
市
街
地
の
流
雪
溝
へ

流
す
「
消
流
雪
用
水
事
業
」
の
試
験
通

水
を
実
施
。（
1
月
21
日
〜
2
月
20
日
） 

w
最
上
８
市
町
村
に
よ
る
「
新
庄
・
最
上

合
併
検
討
協
議
会
」
を
設
立
。 （
2
月
） 

e
新
庄
農
業
高
校
と
新
庄
工
業
高
校
を

統
合
し
た
新
庄
神
室
産
業
高
校
が
開
校
。
 

（
4
月
7
日
） 

r
「
読
み
聞
か
せ
」
を
行
う
市
立
図
書

館
が
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践

図
書
館
」で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
。
 

（
4
月
23
日
） 

t
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、花
壇
づ
く
り
・
コ
ン
テ

ナ
ガ
ー
デ
ン
講
習
、ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

や
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
花

と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
が
多
彩
に
繰
り
広

げ
ら
れ
た
花
フ
ェ
ス
タ
。 （
5
月
〜
8
月
） 

y
奥
羽
本
線
新
庄
開
通
・
新
庄
駅
開
業

1
0
0
周
年
を
祝
う
セ
レ
モ
ニ
ー
と
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、多
く
の
人
々
が
感
慨

に
ふ
け
り
、催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

（
6
月
11
日
／
セ
レ
モ
ニ
ー
 

　
　
　
　
　
　
14
日
／
記
念
イ
ベ
ン
ト
） 

u
市
町
村
合
併
の
た
め
の
法
定
協
議
会

で
あ
る「
新
庄
市
・
舟
形
町
合
併
協
議
会
」

を
設
置
。
　
　
　
　
　
　
（
8
月
11
日
） 

   平
成
15
年
の
 

　
主
な
出
来
事
 

2003年（平成15年）12月9日（火曜日） 

こ
の
一
年
を
振
り
返
る 
こ
の
一
年
を
振
り
返
る 

⑨「やまがた環境フェスティバルin新庄」 

①消流雪用水の試験通水 

③新庄神室産業高校入学式 

④市立図書館「なつのこどものつどい」 

⑤ハンギングバスケット・コンテスト 

⑥新庄駅開業100周年記念イベント 
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    i
10
年
ぶ
り
の
記
録
的
な
「
寒
い
夏
」
、

作
況
指
数
は
「
著
し
い
不
良
」
の
87（
10

月
15
日
現
在
）。
　
　
　
　
　
　（
8
月
） 

o
ソ
ル
ガ
ム
か
ら
作
っ
た
エ
タ
ノ
ー
ル
と
ガ

ソ
リ
ン
を
混
合
し
た
燃
料
で
走
る
公
用

車
が
、国
内
初
と
な
る
公
道
実
用
走
行

を
開
始
。
 
 
 
 
 
 （
8
月
22
日
） 

　
ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
形
放
送
局
な
ど
と
の

共
催
で「
や
ま
が
た
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

新
庄
」
を
開
催
。
地
域
循
環
型
社
会
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
発
信
し
ま
し
た
。 

（
8
月
24
日
） 

!0
５
月
に
旧
中
部
牧
場
に
種
を
ま
い
た

ソ
ル
ガ
ム
の
本
格
収
穫
に
日
新
中
学
校

や
新
庄
神
室
産
業
高
校
の
生
徒
た
ち
も

参
加
。         

（
9
月
8
日
〜
24
日
） 

!1
陸
羽
西
線
・
新
庄
〜
酒
田
間
で
は
、
31

年
ぶ
り
と
な
る
蒸
気
機
関
車
「
Ｓ
Ｌ
も

が
み
号
」
が
往
復
運
行
。
 

（
9
月
27
日
〜
28
日
） 

!2
山
形
県
の
全
市
町
村
を
舞
台
に
国
民

文
化
祭
を
開
催
。
新
庄
市
で
は
「
民
謡

民
舞
の
祭
典
」「
文
芸
祭
連
句
大
会
」「
神

室
民
話
の
里
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
環

境
芸
術
の
祭
典
」の
４
事
業
を
実
施
。
全

国
か
ら
訪
れ
た
人
々
や
市
民
ら
が
、文
化

を
通
じ
た
交
流
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

（
10
月
4
日
〜
13
日
） 

!3
名
誉
市
民
・
人
間
国
宝
の
奥
山
峰
石

氏
の
金
工
五
十
周
年
記
念
作
品
展
に
多

く
の
市
民
が
感
動
。（
10
月
8
日
〜
15
日
） 

 

⑫民謡民舞の祭典 

（昭和24年5月1日創刊） 第552号 

こ
の
一
年
を
振
り
返
る 

⑩ソルガムの収穫 ⑪ＳＬもがみ号 

⑧知事が水田を視察 ⑬奥山峰石作品展 ⑫神室民話の里語りフェスティバル 

⑫文芸祭連句大会 

⑫環境芸術の祭典 
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●
た
ば
こ
と
健
康

た
ば
こ
は
、
が
ん
・
心
筋
梗
塞
・
脳
卒

中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す

大
き
な
原
因
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
妊
婦

や
胎
児
に
も
大
き
な
害
を
及
ぼ
す
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
を
や
め
れ

ば
、
そ
の
危
険
性
は
直
ち
に
確
実
に
減

少
し
ま
す
。
禁
煙
に
挑
戦
す
る
価
値
は

大
い
に
あ
り
ま
す
。

た
ば
こ
が
吸
い
た
く
な
る
の
は
、
ニ
コ

チ
ン
欠
乏
の
た
め
で
す
。
血
液
中
の
ニ
コ

チ
ン
は
三
十
分
か
ら
一
時
間
で
喫
煙
中

の
半
分
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
体
は

ニ
コ
チ
ン
を
要
求
し
、
イ
ラ
イ
ラ
が
現
れ

ま
す
。
こ
れ
が
禁
断
症
状
で
す
。
タ
バ
コ

を
や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
の
多
く
は

こ
の
禁
断
症
状
が
辛
く
、
ま
た
吸
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
で
も
、
何
度
で
も
挑
戦
で
き

る
の
が
禁
煙
で
す
。

禁
煙
を
成
功
さ
せ
る
カ
ギ
は
、
禁
煙

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
つ
こ

と
で
す
。「
自
分
の
体
」と「
家
族
の
健
康
」

そ
し
て「
家
族
の
将
来
」
を
守
る
の
で
す
。

喫
煙
は
自
由
で
す
が
、
今
の
自
分
に
は

ど
ち
ら
が
大
切
で
し
ょ
う
か
。
吸
う
こ
と

を
選
択
し
た
ら
、
受
動
喫
煙
さ
せ
な
い

よ
う
周
り
の
人
へ
の
配
慮
を
い
つ
も
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
詳
し
く
は
、
健
康
課
健
康
推
進
室
ヘ
。

1
内
線
5
1
3
〜
5
1
6

健
康
メ
モ

山
形
も
が
み
国
体

開
会
式
一
般
観
覧
者
募
集
！

平成16年2月21日g

【応募方法】
・往復はがき1枚で1名の応募とします。（応募者多数の場合は抽選
となります）
・車いす席希望の方は、車いす席希望の旨を記載してください。
また、介護者同伴の場合は、介護者の氏名、住所を記入してく
ださい。
・荒天時の入場（最上中学校体育館）を希望する場合は、荒天時
入場希望の旨を記入してださい。希望者が160名を超えた場合
は抽選とします。
・記入もれがあると、入場整理券を発行できなくなることがあります。

開　　場／11：50 入場締切／12：50
式典前アトラクション／12：50～13：10
開会式／13：30～14：30

最上町立最上中学校グラウンド
（荒天時：最上町立最上中学校体育館）
※荒天時は式典前アトラクションは中止になります

【その他】
●必ず、｢山形もがみ国体｣開会式入場整理券を持
参してください。（当日券はありません）
●会場周辺には駐車場はありません。
●車でお越しの場合は、右上図駐車場をご利用く
ださい。なお駐車場から開会式会場までは、シャト
ルバスを運行予定です。（※駐車台数には限りが
ありますので、なるべく公共交通機関を利用してお
越しください。）

●交通規制、手荷物検査等をいたします。渋滞、混
雑等が予想されますのでお早めに入場されますよ
うお願いいたします。

Y｢山形もがみ国体｣山形県実行委員会
〒990-8570 山形市松波2-8-1（県庁国体室内）
TEL.023-630-2831 FAX.023-630-3019
URL ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｐｒｅｆ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ/

【応募締切】

平成15年12月19日F
（当日消印有効）

※入場整理券は、

1月下旬に発送します。

と　　　き

と こ ろ

99 0 8 5 7 0

山
形
も
が
み
国
体 

山
形
県
実
行
委
員
会 

｢
開
会
式
入
場
整
理
券
募
集
係｣ 

行 
山
形
市
松
波
2
―

8
―

1

50円 

往信 

（往信面　表） （往信面　裏） （返信面　裏） 

空
　
　
白
 

       

あ
な
た
の
氏
名
 

あ
な
た
の
住
所
 

50円 

返信 

（返信面　表） 

・氏名 

・〒　住所 

・年齢 

・性別 

・電話番号 

（希望者のみ記入） 

・車いす席の希望 

・荒天時の入場希望 

ふりがな 

 

至新庄

至鳴子
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江
戸
時
代
の
新
庄
藩
の
制
度
に
ち
な

み
、
首
都
圏
在
住
の
新
庄
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
々
に
、
新
庄
市
の
応
援
団
と

し
て
、
ま
た
、
ご
意
見
番
と
し
て
新
庄

藩
江
戸
家
老
に
就
任
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

こ
の
制
度
も
今
年
度
か
ら
三
期
目
と

な
り
、
七
月
に
二
十
名
の
方
々
に
お
引

き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

江
戸
家
老
の
皆
さ
ん
に
は
、
首
都
圏

を
は
じ
め
と
し
て
全
国
に
向
け
、
機
会

あ
る
ご
と
に
、
市
の
情
報
発
信
や
交
流

の
促
進
、
市
政
へ
の
提
言
な
ど
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
ご
家
老
も
ふ
る
さ
と
新
庄

へ
の
思
い
は
大
変
強
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ

の
熱
い

思
い
を
、

「
御
家
老

の
江
戸

だ
よ
り
」

に
よ
り

今
後
も

紹
介
し

て
い
き

ま
す
。

江
戸
家
老
一
覧
（
敬
称
略
）

【
筆
頭
家
老
】

庄
司
　
永
建

〈
以
下
五
十
音
順
〉

安
彦
　
善
博

荒
木
　
　
孝

奥
山
　
峰
石

鏡
　
　
弘
道

門
屋
　
盛
孝

菊
谷
　
邦
雄

小
関
美
保
子

齋
藤
　
仁
宏

佐
藤
　
　
武

佐
藤
満
寿
哉

澁
谷
　
盛
興

菅
根
　
　
勇

津
谷
タ
ズ
子

中
村
　
邦
雄

野
村
　
敬
子

松
田
け
ん
じ

松
田
　
純
一

森
　
　
公
二

柳
家
　
〆
治

（
任
期:

平
成
十
五
年
四
月
一
日
〜
十
七
年
三
月
三
十
一
日
）

俳
　
優

洗
足
学
園
大
学
教
授

鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド

営
業
副
支
配
人

金
工
鍛
金
家（
人
間
国
宝
）

そ
ば
処
出
羽
香
庵
店
長

元
フ
ジ
テ
レ
ビ

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

元
テ
レ
ビ
朝
日
映
画
部
長

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ア
シ
ス
タ
ン
ト

プ
ロ
デ
ュ
サ
ー

ド
リ
ー
ム
キ
ュ
ー
ブ

株
式
会
社
代
表
取
締
役

三
信
建
設
工
業
株
式
会
社
顧
問

エ
イ
ジ
ュ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

株
式
会
社
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

浦
和
趣
味
の
会
連
盟
常
任
理
事

東
急
車
輛
製
造
株
式
会
社
顧
問

童
話
作
家

神
奈
川
県
縫
製
品
協
同
組
合

事
務
局
長

民
話
研
究
家

作
家
・
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

松
田
純
一
法
律
事
務
所（
弁
護
士
）

有
限
会
社
最
上
フ
ァ
イ
ヤ
ー
21

企
画
開
発
部
長

落
語
家

新
庄
藩
江
戸
家
老

たくなるけど、無理せずそれを乗り越える日が必ず来るこ

とを信じて練習を繰り返す。その乗り越えた時の達成感は

何ものにも替えられないものがあります。｣小林さんにと

って、ダンスがうまくいかない時に合唱というもう一つの

趣味に助けられています。音楽が好きだということが、ど

のような苦労にも勝っているようです。

｢上手ではないけれど、県代表として選ばれたことの喜

びとほどよい緊張感で、ここまでやることができたと思い

ます。社交ダンス人口はまだまだ少ないようですが、もっ

と気軽に、いつま

でも楽しみたいと

思っています。で

も、家にはこの分

いろいろ迷惑をか

けているかもしれ

ません。｣と、社交

ダンスへの思いを

話してくれました。

｢社交ダンスを始めたきっかけは、子どものころから音

楽が大好きで、音楽にあわせて身体を動かす社交ダンス

を高校生のころからしてみたかった。｣と語る小林さんは、

15年前からダンスを始めました。平成13年の第14回ね

んりんピック広島に続きねんりんピック徳島2003に市か

ら唯一の県代表として、社交ダンスの部団体スタンダード

部門｢ワルツ｣と個人競技｢タンゴ｣｢ルンバ｣｢チャチャチャ｣

に出場しました。

｢いまは、ダンスが楽しくてしょうがないです。普段の生

活の中での立ち振る舞いや歩き方、それぞれに気をつけ

意識しながらダンスが生活の一部となっています。｣｢続け

てきて良かったことは、いろいろな大会に出ることで全国

に友達ができることです。趣味が同じことでできる新しい

仲間との出会いがとても楽しいです。｣という小林さんは、

時間をみつけては練習にでかけ、大会がせまると猛練習

をしていたようです。

｢いままでできたことが、ある日できなくなることがあり

ます。それを脱するまでの練習。いやになり、練習を休み

首
都
圏
で
新
庄
を
Ｐ
Ｒ
す
る

頼
も
し
い
ご
意
見
番

いきいき

新庄人

▲ねんりんピック徳島2003にて
（左から2番目が小林さん）

小林紀子
み ち こ

さん（北町）

社交ダンスでねんりんピック出場

▲今年2月の国許見聞（戸沢家墓所にて）
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▲各地の流雪溝・雪投げの現状が紹介された
市民雪セミナー（11月22日／雪の里情報館）

大会新記録で全国優勝
10月に行われた陸上ジュニアオリンピック
男子Ｂ800ｍで全国優勝した渡辺光君
（明倫中）が、優勝報告のため市長を訪
れました。実力を十分に発揮し1分55秒
28の新記録で大会の最優秀選手に選
ばれました。目標に向かって走り続ける
光君の今後の活躍を応援しましょう。

8020で歯の健康
11月8日「いい歯の日」に、80歳以上で自
分の歯が20本以上残っている方々が
「歯の長寿者」として表彰されました。受
賞者は次のとおりです。押切克（東山町）、
佐藤ケサエ（本合海）、柿崎今朝春（仁
田山）、田口進（沼田町）、小林利雄（万
場町）、森田茂（新町）、橋見吉治（梨ノ
木）、斉藤圭三（上金沢町）、斉藤與寿
子（福宮）、佐藤テル（梨ノ木）、高橋ケサ
ミ（北町）、沼澤晴見（福宮）、長澤秀雄
（沼田町）、高橋マサ（住吉町）、伊藤健
次郎（末広町）、阿部芳子（若葉町）

最上NPO推進フォーラム
「人と組織と地球のための国際研究所」
代表・川北秀人氏を講師に最上オープン
カレッジと最上NPO推進フォーラムが開催
されました。実体験をもとに、NPOや市民
団体の問題や悩みについて、具体的な解
決方法や団体の運営方法をわかりやすく
解説。参加者は「自分たちだけでは気づ
かなかったものが見えてきた。今後の活動
へ生かしたい。」と語っていました。

国際平和を願って
新庄ライオンズクラブ主催の国際平和ポ
スター・コンテストに市内から152点の応
募があり、24点がゆめりあに展示されま
した。入賞者は次のとおりです。最優秀
賞／五十嵐隆志（萩野中）、優秀賞／斉
藤梓（日新小）、八鍬竣悟（沼田小）、鈴
木大地（萩野中）、山科友理恵（日新中）、
学校賞／日新小、萩野中

▲ライオンズ国際平和ポスター・コンテスト
（11月20日～26日／ゆめりあ）

▲中国子供書画・版画作品展（11月21日～25
日／市民プラザ）

▲「むし歯サミット in 新庄」で表彰された「歯の長寿者」（11月8日／市民プラザ）

▲渡辺光君、市長に優勝を報告（11月11日／市役所）

▲NPOの活動について解説（11月16日／ゆめ
りあ）



しんじょう 
SH

IN
JO

  K
E

N
B

U
N

R
O

K
U

11 広 報 12.9  2003

■第58回国民体育大会
【ボクシング】少年ライト級／３位
高橋雄介（新庄北高）
■全国障害者スポーツ大会
【水泳】肢体不自由者女子2部50ｍ
自由形1・1組／同25ｍ背泳ぎ1・1
組／優勝　松田美佐子（鳥越）
■第45回山新杯ベーダー駅伝競走大会
一般の部／③新庄・最上（渡辺利
彦・前田信一・井上徹・松田吉弘・石
井貴大）
■県中学校新人体育大会
【バドミントン】女子／団体①日新／
シングルス②森知宏（日新）／ダブル
ス②信夫愛実・野川香奈（日新）
■県北ブロック中学校新人体育大会
【バスケットボール】男子A／②日新
女子A③日新【サッカー】A②新庄
B②萩野【柔道】男子／団体②明倫
③新庄／個人55キロ③叶内雄大
（明倫）60キロ①小倉文弥（明倫）②
渡部雄平（明倫）81キロ②阿部剛大
（新庄）90キロ超②斎藤昭（新庄)③
阿部匠（日新）【軟式野球】③新庄
■第25回新庄市総合体育大会
（1位のみ掲載）

【バスケットボール】男子／新庄ミニ
バスケットボールスポ少女子／新庄
リトルラビッツミニバスケットボール
スポ少【ソフトボール】一般男子／
鬼山会中学女子／新庄【弓道】男
子／高校団体新庄北Ａ／個人高橋
雄一郎（新庄北）金的吉田貴広（新庄
南）花的横山崇志（新庄南）／一般個
人竹内憲花的加藤陽介女子／高校
団体新庄南Ｃ／個人山口美佳（新庄
南）金的西谷唯（新庄北）花的中野慈
保（新庄南）【柔道】男子／小学校低
学年小嶋一世（萩野）中学年笹謙介
（日新）高学年金藤拓馬（日新）／中
学校団体明倫女子／小学校低学年
伊藤希（日新）中学年伊藤美由希（日
新）高学年高山美咲（日新）中学校個
人蒲倉千佳（明倫）【ソフトテニス】
中学男子／高階健史・山尾宥勝（明
倫）中学女子／長南彩・草階江里（日
新）【野球】新庄学区【クレー射撃】ス

キートＡ須藤孝一Ｂ古澤友一トラッ
プＡ阿部義春Ｂ渡部偉人総合渡部
市太郎【バドミントン】中学生／男
子星川嵩晴・星川大地（新庄）女子
信夫愛実・野川香奈（日新）親子／斎
藤秀二・純一般／男子大場宣一・佐
藤仁女子松田敦子・芳賀陽子選手
権／男子金田晃一・高橋俊光女子佐
藤栄美子・伊藤明美小学生／男子佐
藤瑞紀・佐藤耕太郎（沼田）高橋翔
弥・盛岡優也（山屋）佐藤潤也・星川
尚之（山屋）女子阿部優衣・高橋愛
香（新庄）小関真莉菜・佐藤美緒（日
新）高橋采子・小林真奈美（日新）
【剣道】小学生／男子今田健志朗、
相馬大作女子草苅亜紀、小関陽子
（いずれも新庄錬成会）中学生／男
子永井淳一郎（新庄）女子高橋みな
み（新庄錬成会）高校生／男子国分
亮司（新庄北）女子今埜紗代（新庄
北）一般／男子金澤優女子小国由美
【空手道】形・小学生／佐々木梢（沼
田）坂上愛（新庄市空手スポ少）伊
藤雅人（新庄市空手スポ少）中学

生／伊藤渚（日新）高校・一般／佐藤
和彦組手・中学生／男子伊藤謙（日
新）女子伊藤渚（日新）団体（小学3～
6年生）Ａチーム（伊藤真太郎・伊藤
雅人・佐藤勇輝・土田秀治・坂上愛）
■第9回市民ゴルフ大会
男子の部／①沼沢儀一②甲州末松
③丹利夫女子の部／①安孫子洋子
②柳久美子シニアの部／①長沼敏
②岩田俊夫③井上光雅
■リデュース・リユース・リサイクル
推進功労者表彰
新庄市食生活改善推進協議会
■農業経営統計調査永年協力者
農林水産大臣感謝状 a橋廣（関屋）
■第53回山形県統計グラフコンクール
入選／日新小（小野聖理佳・清水菜
央・森千穂・阿部健太郎・橋見貴大）
学校賞特別賞／日新小、新庄南校
■むし歯予防ポスターコンクール（小学生）
最優秀賞／保角涼（昭和）優秀賞／
佐藤賢人（沼田）小松文哉
（沼田）阿部優香（日新）

▲最上の食と農を考えるフォーラム（11月6日／市民プラザ）

▲「秋の火災予防週間」におそろいのハッピで火災予防を呼びかけた南部保育所園児
（11月13日）

栄 光 を た た え て
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まちの情報を紹介するページです

◎詳しくは、新庄観光協会へ。122-2340

▼
対
象

3
年
生
以
上
の
小
学
生
、

そ
の
親
子（
先
着
50
人
）

▼
と
き
1
月
4
日
a
、10
日
g
、11

日
a
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ
市
民
ス
キ
ー
場

▼
参
加
費
6
0
0
円（
保
険
料
な
ど
）

▼
申
し
込
み
12
月
24
日
d
ま
で

※
市
民
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
は
降

雪
状
況
に
よ
り
変
更
し
ま
す
。

市
民
ス
キ
ー
場
1
25
｜

3
9
1
5

y
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課1

22
｜

0
6
8
1

▼
対
象

新
庄
・
最
上
の
小
学
生
以

ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ァ
イ
ナ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
参
加
者
募
集

市
民
親
子
ス
キ
ー
教
室

上
で
ピ
ア
ノ
、エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
に

自
信
の
あ
る
人（
先
着
50
人
）

▼
と
き

12
月
21
日
a
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ

ゆ
め
り
あ
花
と
緑
の

交
流
広
場

▼
内
容

子
ど
も
た
ち

に
よ
る
演
奏
会
▼
参
加
費
無
料

y
実
行
委
員
会
事
務
局
・
鈴
木

1
22
｜

7
9
8
4

県
で
は
建
築
基
準
法
改
正
に
よ

り
、
都
市
計
画
区
域
で
用
途
地
域

の
指
定
が
な
い
区
域（
白
地
地
域
）

の
建
築
制
限
に
つ
い
て
、
容
積
率
を

現
行
の
4
0
0
％
か
ら
2
0
0
％
に

改
正
の
予
定
で
す
。

（
県
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し

く
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

こ
の
基
準
案
に
つ
い
て
、
電
子
メ

ー
ル
ま
た
は
郵
便
に
よ
り
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
12
月
19
日
f
ま
で

建
築
制
限
の
改
定
に

ご
意
見
を

b
〜
30
日
f

y
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

1
0
2
3
｜

6
4
3
｜

8
4
3
1

国
際
交
流
や
自
然
体
験
を
通

じ
て
、
自
分
の
世
界
を
広
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
期
間

2
月
中
・
下
旬
か
ら
10
〜

14
日
間
▼
コ
ー
ス

イ
ギ
リ
ス
、
カ

ナ
ダ
、ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

▼
参
加
費
19
万
5
千
円
〜

▼
申
し
込
み
1
月
10
日
g
ま
で

y
&
国
際
青
少
年
研
修
協
会

1
0
3
｜

3
3
5
9
｜

8
4
2
1

市
の
自
慢
の
も
の
・
こ
と
・
人

物
・
場
所（
飲
食
店
、
小
売
店
を
除

く
）な
ど
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法
推
薦
す
る
も
の
、
推

石
巻
・
酒
田
沿
線

「
ホ
ッ
ト
な
わ
が
ま
ち
自
慢
」

社
会
人
・
青
年
の
た
め
の

冬
期
海
外
派
遣

薦
理
由
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
年
齢

を
郵
送
な
ど
で

▼
募
集
期
限
1
月
15
日
e

y
石
巻
・
酒
田
間
地
域
連
携
軸
強

化
促
進
協
議
会（
石
巻
商
工
会
議

所
内
）
1
0
2
2
5
｜

22
｜

0
1
4
5

hot-info@
crea-w

eb.jp

新
庄
駅
前
ふ
れ
あ
い
広
場（
ア
ビ

エ
ス
）と
駅
東
口
交
通
広
場
の
駐

輪
場
を
冬
期
閉
鎖
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
駐
輪
場
を
利
用
し
て

い
た
人
は
、
12
月
21
日
ま
で
に
駐
輪

場
か
ら
移
動
し
、
自
分
で
保
管
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

y
都
市
開
発
課
花
み
ど
り
推
進
室

1
内
線
5
3
5
・
5
3
6

駐
輪
場
の
冬
期
閉
鎖
と

自
転
車
の
撤
去

募集

お知らせ

新庄神室産業高校第１回定期演奏会
○12月20日G午後2時開演
○市民文化会館 ○入場無料
◎新庄神室産業高校128-8777

y
〒
9
9
0
｜

8
5
7
0
山
形
県
土

木
部
建
築
住
宅
課
建
築
指
導
係

1
0
2
3
｜

6
3
0
｜

2
6
4
3

kenchiku@
pref.yam

agata.jp

▼
対
象

57
歳
以
上
65
歳
未
満
の

人（
先
着
20
人
）

▼
と
き
12
月
16
日
c
〜
17
日
d

▼
と
こ
ろ
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー（
山
屋
）
▼
受
講
料
無
料

y
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

1
22
｜

3
0
6
5

▼
学
科
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
情
報

管
理
シ
ス
テ
ム
科
、
情
報
制
御
シ

ス
テ
ム
科
、
建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
科

（
計
58
人
）
▼
出
願
資
格

高
卒

（
見
込
み
）程
度
▼
試
験
日

2
月

8
日
a

▼
出
願
期
間

1
月
19
日

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

16
年
度
学
生
募
集

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

ふ
す
ま
張
り
講
習

○と き 12月28日A～31日D

午前9時30分～午後6時
○内容 正月用餅、花、新米、野菜、
きのこ、漬物、その他正月用品な
どの販売
28日は農産物のプレゼント、おで
ん、おにぎりの屋台があります

◎「初売り」は1月1日からです。詳しく
は、産直まゆの郷123-5007、農
林課農林振興室1内線262へ。

○と き 12月20日G午後4時～８時30分
○ところ ゆめりあ花と緑の交流広場
○内容 幼稚園児・ちゃれんこの踊り､ゲ
ーム､クリスマスツリー点灯式、ダンス
パーティー

◎参加無料です。詳しくは、SL庫フェステ
ィバル実行委員会事務局（新庄観光
協会内）へ。 122-2340

光のページェント
～みんなでクリスマスを楽しもう～

これまで市内4カ所（市民文化会館、萩
野地区公民館、わくわく新庄、JA新庄八
向支所）で行っていた申告相談の会場は、
平成16年度市・県民税申告分から市民
文化会館1カ所となります。他の会場で
申告相談をされていた方は、市民文化会
館においでいただくことになります。
これは、会場を統合し機械化の導入に
より、相談の効率化と待ち時間の短縮を
図るためです。ご理解とご協力をお願い
します。
なお、町内ごとの日程や持参するもの
などは、後日お知らせします。
◎詳しくは、税務課課税室へ。

1内線140・142・143

市・県民税の申告相談会場は
市民文化会館だけになります

「産直まゆの郷」
年末みそか祭

市役所122-2111
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新
庄
市
農
業
委
員
の
選
挙
人
名

簿
は
、
有
権
者
か
ら
の
申
請
に
基

づ
き
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
で
、

そ
の
選
挙
資
格
を
調
査
し
作
成
し

ま
す
。
申
請
が
な
い
場
合
は
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ず
、
選
挙
が

あ
っ
て
も
投
票
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
該
当
す
る
人
は
必
ず
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
で
き
る
人

市
内
に
住
所

が
あ
り
満
20
歳
以
上（
昭
和
59
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

で
、
次
の
①
②
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
が
あ
り
、

耕
作
を
営
む
農
業
経
営
者

②
①
の
農
業
経
営
者
と
同
居
の
親

族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
人

農
業
委
員
の

選
挙
人
名
簿
の
申
請

▼
申
請
方
法
﹇
農
業
協
力
員
が
い

る
地
区
﹈協
力
員
を
通
じ
て
配
布

す
る
申
請
書
に
記
入
し
、
協
力
員

に
提
出「
そ
の
他
の
地
区
」
農
業
委

員
会
に
申
請（
申
請
書
は
農
業
委

員
会
に
あ
り
ま
す
）

▼
申
請
期
限
1
月
10
日
ま
で

y
農
業
委
員
会
事
務
局
1
内
線
2
5
7

準
備
書
に
対
し
て
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

12
月
16
日
c
〜
1

月
15
日
e
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時（
平
日
の
み
）

▼
縦
覧
場
所

市
建
設
課
、
最
上

総
合
支
庁
建
設
部
道
路
計
画
課

▼
説
明
会

1
月
8
日
e
午
後
7

〜
／
福
宮
公
民
館

▼
意
見
書
の
提
出

12
月
16
日
c

〜
1
月
29
日
e
／
山
形
河
川
国
道

「
一
般
国
道
47
号
新
庄
古
口
道
路
」

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧

¡診療時間 午前9時～午後4時
◎歯痛は我慢しないで歯医者さんへ行きま
しょう。詳しくは、健康課健康推進室へ。

1内線514

¡と き 12月21日A午後2時開演

¡ところ 市民プラザ大ホール

¡指 揮 天野哲氏

¡ピアノ 岩撫智子氏

¡出 演 田中麻理さん、江口順子さん、井

上雅人さん（いずれも新庄市出身）、明倫中

音楽部、ちゃれんこ、マルコ幼稚園児ほか

¡入場料 大人2,000円、高校生以下1,000円

◎詳しくは、オペラ in 新庄・江口へ。

122-0692

～中小企業者の相談に応じます～

¡と き 12月29日B～30日C

午前9時～午後3時

¡ところ 新庄商工会議所

¡応 対 市職員、新庄商工会議所職員

◎詳しくは、新庄商工会議所へ。

122-6855

¡と き 12月19日F

午前10時～午後3時

¡ところ 市役所西庁舎市民相談室分室

¡内 容 所得税、消費税、相続税、資産

の譲渡などの国税について

¡応 対 仙台国税局税務相談室酒田分室

◎詳しくは、税務課課税室へ。 1内線143

出張無料税務相談

年末金融相談室

オペラ・ヘンゼルとグレーテル

年末年始の歯科当番医

特許・意匠・商標なんでも１１０番
知的財産権全般について弁理士が

無料で相談に応じます。
◎日本弁理士会103-3519-2707

事
務
所
へ

y
山
形
河
川
国
道
事
務
所
調
査
第
二
課

1
0
2
3
｜

6
8
8
｜

8
4
2
1

▼
と
き

12
月
22
日
b
午
後
4
時
、

7
時

▼
と
こ
ろ

市
民
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
▼
前
売
券

一
般
1
、3

0
0
円
、
学
生
1
、2
0
0
円

※
無
料
託
児
所
あ
り
ま
す（
予
約
制
）

y
プ
ラ
イ
マ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1
22
｜

6
8
3
3

12
月
15
日
b
か
ら
、
年
賀
状
の

引
き
受
け
が
始
ま
り
ま
す
。
年
賀

状
は
な
る
べ
く
12
月
25
日
e
ま
で

出
し
ま
し
ょ
う
。

y
新
庄
郵
便
局
郵
便
課

1
22
｜

6
0
2
6

年
賀
状
は
お
早
め
に

第
56
回
市
民
映
画
劇
場

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

催し
など

教育の充実に向けて、長期的視野か
ら年次的教育計画を策定します。
○対象 市内に住所を有し現に居住して
いる人、現在市の他委員会の委員で
ない人、公益性の観点から意見を述
べられる人
○人数 4人（学校教育・学校管理・生涯
学習・生涯スポーツの4部門各1人）
○策定期間 15～16年度の2カ年
○内容 教育計画の策定に向けての協
議など

○応募方法 希望する部門名、住所、氏
名、生年月日、性別、電話番号、現在
の職業･勤務先、経歴（職歴・学歴な
ど）、応募理由、希望する部門に関す
る作文（400字程度）を郵送、ファクス、
持参のこと

○期限 1月9日F

〒996-8501  新庄市教育委員会学校
教育課（FAX23-5600）

◎報酬はありません。詳しくは、教育委員
会学校教育課へ。 1内線444

長期教育プランの策定委員を募集します

製造業の実態を明らかにするため、毎
年12月31日現在で調査を実施しています。
調査結果は、国や県の行政施策の基礎
資料、企業や大学の研究資料などとして
広く利用されます。

○対象 主として製造業を営むすべての
事業所

○内容 経営組織、従業者数など
○方法 12月中旬調査員がうかがいます

1月上旬調査票を回収します
◎詳しくは、企画調整課情報統計室へ。

1内線426

工業統計調査にご協力を

とき 当　番　医

12月31日D 上嶋歯科医院 122-1270

1月1日E グリーン歯科医院 122-2796

1月3日G 高橋歯科医院 123-2424

1月4日A 青木歯科医院 123-8888

1月2日F 愛歯科かとうクリニック 128-8020
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シリーズ教育――Part.5（まとめ） 
学力向上フロンティアスクール新庄中学校（文部科学省指定）
新庄中学校＝生徒数380人、学級数12、教職員32人（平成15年5月1日現在）

「
学
力
を
考
え
る
」

―
―
新
し
い
時
代
へ
の
人
づ
く
り
―
―

新
学
習
指
導
要
領
の
も
と
で
の
学
校
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
て
二
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で「
学
力
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
十
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
意
見
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

応
じ
て
一
体
と
な
っ
て
実
現
で
き
る
も

の
と
い
う
こ
と
で
す
。

家
庭
・
地
域
で
育
む「
学
力
」

子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
力
」
を
身

に
つ
け
さ
せ
、
豊
か
な
心
と
人
間
性
を

つ
く
り
あ
げ
る
基
盤
に
「
家
庭
」
が
あ

り
ま
す
。

家
庭
は
子
ど
も
の
心
の
安
ら
ぐ
場
で

あ
り
、
生
活
習
慣
や
生
活
リ
ズ
ム
を
身

に
つ
け
る
と
と
も
に
、
思
い
や
り
・
感
謝

の
気
持
ち
を
育
ん
だ
り
、
善
悪
の
判
断

力
や
た
く
ま
し
い
体
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
な
ど
、幼
児
期
か
ら
の「
家
庭
教
育
」

の
重
要
性
が
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
一
員
と
し
て
、
大
人

や
異
年
齢
の
子
ど
も
と
積
極
的
に
関
わ

り
、
学
校
で
は
得
ら
れ
な
い
体
験
を
通

し
て
知
恵
や
知
識
を
身
に
つ
け
た
り
、

社
会
性
を
育
む
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
を
育
て
る
と
い
う
意
識
の
高
ま
り

の
も
と
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
参
画

学
校
で
育

は
ぐ
く

む「
学
力
」

学
校
で
は
、
教
科
の
授
業
を
充
実
す

る
た
め
、
少
人
数
・
習
熟
度
別
指
導
や

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
学
習
形

態
の
工
夫
な
ど
、
指
導
方
法
の
改
善
や

教
材
開
発
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」で

は
、
進
路
体
験
学
習
や
地
域
の
人
材
を

招
い
て
の
授
業
な
ど
、
教
科
で
身
に
つ

け
た
力
が
実
際
に
生
き
て
働
く
力
に
な

る
よ
う
に
、「
教
科
の
学
習
」と
関
連
を

図
っ
た
取
り
組
み
も
し
て
い
ま
す
。

宮
城
教
育
大
学
の
相
澤
秀
夫
教
授
に

よ
れ
ば
、「
学
力
」と
は
、「
学
ん
だ
結
果

と
し
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
」「
学
べ
る

力
と
し
て
の
考
え
る
力
や
判
断
力
、
表

現
力
、
課
題
解
決
的
な
力
」「
学
ぼ
う
と

す
る
力
と
し
て
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
」

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の「
学

力
」を
育
む
た
め
に
は
、
成
就
感
・
達
成

感
・
満
足
感
が
大
事
で
、
学
校
で
は
も

ち
ろ
ん
、
家
庭
・
地
域
も
そ
の
役
割
に

さ
せ
る
活
動
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
生
き
る
力
」と「
確
か
な
学
力
」

今
年
十
月
、
中
央
教
育
審
議
会
か
ら

学
力
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
が

示
さ
れ
ま
し
た
。「
確
か
な
学
力
」と
は

知
識
や
技
能
に
加
え
、
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
・
学
ぶ
意
欲
な
ど
を
含
む

も
の
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
学
校
で
の
子
ど
も
の
実
態
を
踏
ま

え
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
、
家
庭
教
育
、

地
域
活
動
に
よ
る
子
ど
も
の
育
成
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

（
新
庄
市
教
育
委
員
会
）

知識・技能に加え、自分で課題を見付
け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、
よりよく問題を解決する資質や能力 

確かな学力 

豊かな人間性 健康・体力 
自らを律しつつ、他人とと
もに協調し、他人を思いや
　　る心や感動する心など 

たくましく生きるための
健康や体力 

［生きる力］ 

栄
光
を

た
た
え
て

■
第
55
回
最
上
学
童
展

特
別
賞

【
図
画
】浅
沼
里
菜（
日
新
小
）【
デ
ザ
イ
ン
】

竹
中
祐
太（
沼
田
小
）斎
藤
亜
衣（
萩
野
中
）

【
立
体
】海
老
名
裕
美（
新
庄
小
）阿
部
聖

（
新
庄
中
）関
杏
梨（
新
庄
中
）

奨
励
賞

【
図
画
／
小
学
生
】小
野
文
太（
山
屋
）柳

生
梨
乃（
本
合
海
）安
食
塁（
新
庄
）宮
田

知
輝（
角
沢
）佐
藤
卓（
新
庄
）菊
地
信
乃

（
日
新
）石
山
俊
輝（
沼
田
）小
国
航
希（
沼

田
）仙
台
士
才（
本
合
海
）齋
藤
貴
文（
萩

野
）伊
藤
瑛（
沼
田
）三
原
千
秋（
北
辰
）安

達
武
志（
昭
和
）伊
藤
愛
美（
萩
野
）佐
藤

聖
士
朗（
新
庄
）【
中
学
生
】／
横
戸
あ
か

ね（
萩
野
）志
田
あ
ゆ
み（
日
新
）庄
司
莉

紗（
新
庄
）阿
部
知
瑛（
萩
野
）松
坂
奈
美

江（
日
新
）

【
デ
ザ
イ
ン
／
小
学
生
】佐
藤
梨
穂（
升
形
）

三
原
里
菜（
日
新
）荒
木
真
希（
日
新
）【
中

学
生
】菅
井
美
和（
日
新
）

【
版
画
／
小
学
生
】福
士
真
帆（
新
庄
）

【
立
体
／
小
学
生
】伊
藤
誠
朗（
日
新
）渡

邊
響
介（
新
庄
）渡
邉
し
ず
か（
日
新
）穀

野
桃
子（
新
庄
）松
木
一
也（
沼
田
）佐
藤

沙
耶
花（
沼
田
）京
野
晃
矢（
沼
田
）【
中
学

生
】早
坂
裕（
萩
野
）山
科
忍（
日
新
）

佳
　
作

【
図
画
／
小
学
生
】中
島
夏
姫（
日
新
）武

田
零
衣
（
北
辰
）
加
藤
美
沙
都
（
萩
野
）
林

柾
徳
（
沼
田
）
山
口
一
樹
（
泉
田
）
国
分
郁
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学校にパートナードッグが
やってきた！BOOKS

NOW!

～図書館はオアシス～

今月のおすすめ

P夢－命を懸けたＶ達成への647日－…星野　仙一
P南東北ぶらり日帰り・立ち寄り湯
…………………………新潟日報事業社編

P陰陽師　首 …………………夢枕　　獏
P瑠璃の海………………………小池真理子
Pカルロス・ゴーン経営を語る…カルロス・ゴーン
Pお江戸でござる－現代に活かしたい江戸の知恵－

……………………………………杉浦日向子
Pいまこの瞬間愛しているということ…辻　　仁成
P痴情小説………………………岩井志麻子
P風が見ていた（上・下）……岸　　惠子
P兄おとうと ……………………井上ひさし
P絵手紙の年賀状 2004年版
………………………絵手紙いずみの会編

Pヤンキー母校に生きる……義家　弘介
P生涯最高の失敗……………田中　耕一
P旅の香り時の遊び 旅日記－春夏編・秋冬編－

………テレビ朝日事業局コンテンツ事業部編
P百歳百話………………百寿者研究会編
Pスボラ人間の料理術超入門 …奥薗　寿子
P青山一髪（上・下）…………陳　　舜臣
P病院で受ける検査がわかる事典…山門　　実
Pペインテッド・ハウス …ジョン・グリシャム
P逆白波のひと・土門拳の生涯…佐高　　信
P十津川警部「家族」………西村京太郎
Pさらば外務省！………………天木　直人
P絵のある人生…………………安野　光雅
P時効 ……………………………北野　　武
P速効！ごはん力100 ………村上　祥子
Pシャーロック・ホームズ ワトスンの災厄　

………………………………アン・ペリー他
P蔵王っ子茂吉せんせい（児童書）…斎藤　幸郎

新着図書

●今月のテーマ展示●

『ファンタジー』
近年、図書館での貸出上位にランキングさ

れているジャンルのひとつに「ファンタジー」があ
ります。子供向けがほとんどですが、大人がハマ
ってしまうことも…。映画でも大人気の「ハリー・
ポッター」「指輪物語」をはじめ、多数紹介します。

幕末史最大の謎、坂本竜馬暗
殺犯は誰なのか？新撰組に掛
けられた嫌疑を晴らすため、
総司の剣と推理が真犯人を追
い詰める。幕末歴史推理小説。来年
の大河ドラマがとても気になるところです。

『探偵沖田総司』
加野厚志著

十
一
月
二
十
八
日
、
新
庄
小
学
校
の

創
立
百
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、「
日
本
に
一
頭
で
も
多
く
の
パ
ー

ト
ナ
ー
ド
ッ
ク
を
！
パ
ー
ト
ナ
ー
ド
ッ
ク

っ
て
何
？
」と
題
し
た
、「
介
助
犬（
パ
ー

ト
ナ
ー
ド
ッ
ク
）」に
つ
い
て
の
講
演
と
実

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

介
助
犬
は
、
体
の
不
自
由
な
人
の
手
足

と
な
っ
て
働
く
特
別
な
訓
練
を
受
け
た

犬
で
す
。
社
会
的
な
マ
ナ
ー
も
き
ち
ん
と

訓
練
さ
れ
、
衛
生
面
で
も
十
分
注
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

十
四
年
の「
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
」

施
行
以
降
、
公
共
施
設
や
交
通
機
関
に

続
き
、
今
年
十
月
か
ら
は
ス
ー
パ
ー
や
ホ

テ
ル
、
飲
食
店
な
ど
の
一
般
的
な
施
設
に

も
盲
導
犬
や
介
助
犬
な
ど
の「
補
助
犬
」

を
同
伴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
上
山
市
に
あ
る
日
本
パ
ー

ト
ナ
ー
ド
ッ
グ
協
会
の
佐
藤
実
さ
ん
か
ら

次
の
よ
う
な
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
全
国

の
障
害
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

一
万
五
千
人
以
上
の
人
が
介
助
犬
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
介
助
犬
と
し

て
人
に
使
え
る
ま
で
に
は
二
年
以
上
の

訓
練
が
必
要
で
、
日
本
で
は
ま
だ
五
頭

し
か
い
ま
せ
ん
。
新
た
に
法
律
が
で
き
た

こ
と
で
、
介
助
犬
は
今
後
ま
す
ま
す
増

え
て
く
る
で
し
ょ
う
。
介
助
犬
と
そ
れ
を

受
け
入
れ
る
社
会
環
境
の
整
備
が
と
て

も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。」

介
助
犬
に
よ
る
介
助
の
実
演
が
行
わ

れ
、
高
度
な
訓
練
の
成
果
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
驚
き
の
声

と
と
も
に
、「
か
わ
い
い
」「
し
つ
け
が
い
い
」

「
犬
は
怖
い
け
ど
こ
の
犬
た
ち
は
怖
く
な

い
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

講
演
の
最
後
に
、
佐
藤
さ
ん
か
ら「
介

助
犬
は
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す
。
街
で

介
助
犬
に
出
会
っ
て
も
、
か
わ
い
い
か
ら

と
い
っ
て
す
ぐ
に
触
っ
た
り
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。」
と
介
助
犬
に
対
す
る

マ
ナ
ー
も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

▲山屋小児童と周辺住民の避難訓練

奈
（
日
新
）
斉
藤
佑
太
（
日
新
）
柿
崎
世
志

樹
（
萩
野
）
井
上
陽
太
（
北
辰
）
後
藤
悠
大

（
沼
田
）
佐
藤
佑
亮
（
新
庄
）
高
橋
美
和

（
日
新
）
斉
藤
和
人
（
本
合
海
）
柿
崎
恵
理

（
新
庄
）
石
田
千
明
（
日
新
）
庄
司
夏
未

（
北
辰
）【
中
学
生
】
齋
藤
梨
沙
（
萩
野
）
西

田
康
人
（
新
庄
）
阿
部
純
也
（
新
庄
）
沓
澤

尚
子
（
新
庄
）
阿
部
羅
奈
（
萩
野
）

【
デ
ザ
イ
ン
／
小
学
生
】須
田
悠
太（
升
形
）

中
川
慎（
萩
野
）海
藤
優
作（
新
庄
）山
内

彩
華（
沼
田
）中
村
詩
織（
新
庄
）【
中
学
生
】

大
木
千
絵（
日
新
）高
山
直
哉（
日
新
）阿

部
春
香（
萩
野
）畠
腹
美
香（
萩
野
）

【
版
画
／
小
学
生
】
五
十
嵐
郁
瑛（
新
庄
）

【
中
学
生
】五
十
嵐
和
泉（
新
庄
養
護
）

【
立
体
・
小
学
生
】小
野
裕
佳（
泉
田
）山
科

颯
太（
日
新
）伊
藤
綜
汰（
新
庄
）伊
藤
伸

隆（
日
新
）阿
部
咲
良（
萩
野
）笹
原
裕
葵

（
日
新
）澤
野
裕
貴（
沼
田
）菅
井
陽
介（
日

新
）矢
口
亜
妃
乃（
沼
田
）
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再生紙100％と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています

今年の年越しそばは
おいしいぞ！
～そば打ち体験～

41,501人（41,759人）
女 21,597人（21,676人）

世帯数 13,392世帯（13,348世帯）

10月の異動

出　生 00,035人（00,039人）

死　亡 49人（00,049人）

転　入 106人（000,75人）

転　出 97人（00,100人）

※（ ）は1年前の住民基本台帳

男 19,904人（20,083人）

一
年
中
で
、
こ
ど
も
た

ち
の
い
ち
ば
ん
う
れ
し
く

楽
し
い
正
月
だ
。「
も
う

十
寝
る
と
、
正
月
が
く

る
ん
だ
」「
さ
あ
、
あ
と
五

つ
だ
」今
日
は
十
二
月
の

二
十
八
日
、い
よ
い
よ
正

月
の
餅
つ
き
だ
。
九く

日
餅

は
つ
か
な
い
習
慣
で
、
二

十
八
日
か
三
十
日
で
あ

る
。
家
中
が
、
朝
か
ら
そ

わ
そ
わ
と
落
ち
着
か
な

い
。
朝
の
ご
は
ん
前
か
ら

火
が
焚た

か
れ
て
い
た『
か

ま
ど
』の
せ
い
ろ

●

●

●

が
、
湯
気

を
立
て
て
い
る
。
敷
藁

し
き
わ
ら

の

上
に
臼う

す

が
出
さ
れ
、
手
水

が
用
意
さ
れ
た
。
母
が
、
ふ
け
あ
が
っ
た
餅
米
を
臼
に
入
れ
る
。
父
は
杵き

ね

を
構

え
、
杵
の
柄
を
右
に
大
き
く
回
し
な
が
ら
、
蒸
米
を
こ
ね
る
。“

よ
し‘

と
い
う

と
、
母
は
手
を
ぬ
ら
し
た
。
父
が
振
り
か
ぶ
っ
た
杵
を
、
力
強
く
お
ろ
す
。
あ

と
は
、
父
と
母
が
調
子
よ
く
餅
を
つ
い
て
い
く
の
だ
。
祖
母
は
、
取
り
板
に
粉

を
ま
い
て
待
つ
。
や
が
て
、
一
臼
つ
き
あ
が
っ
た
。
祖
母
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
、

鏡
餅
や
神
仏
に
あ
げ
る
丸
餅
を
と
っ
た
。
二
臼
目
は
、正
月
礼
に
い
く
時
の
餅
。

家
で
今
日
食
べ
る
餅
は
、
や
っ
と
四
臼
目
で
あ
っ
た
。
父
も
母
も
、
餅
を
つ
き
お

え
一
安
心
の
様
子
だ
。
こ
ど
も
た
ち
は
、
一
皿
ず
つ
も
ら
っ
て
満
足
し
て
い
る
。

絵
＝
三
条
正
美
、
文
＝
笹
喜
四
郎（
昭
和
六
十
一
年
新
庄
市
発
行
）

正
月
の
餅
つ
き

かつろく思い出の四季

バイオマス・クイズ
～新庄を「緑の油田に」～

さて問題です。バイオマスは有望な新エネルギーの１つとされてい
ますが、バイオマスエネルギーになるのは次のうちどれでしょう。①
雪氷、②風力、③稲わら／はがき・ファクス・ｅメールに「①答え、②
住所、③氏名、④年齢、⑤電話番号、⑥広報紙を読んでの感想など」
を書いて、〒996‐8501新庄市企画調整課市民協働広報室あて、
12月25日まで応募してください。
ファクス22-0989／ｅメール kikaku＠city.shinjo.yamagata.jp

11月号には20件の応募があり、正解は｢②3,000本｣でした。広報11月号
を読んだ感想から紹介します。「限りある資源の再利用は大変重要な課題
で、市民一人ひとりが本当に真剣に考えていかなくてはならないことです。
日ごろの生活の一つひとつで考えさせられます。今、気をつけていることは、
無駄なごみを出さないことです。子どもたちにこのような体験の場を与えて
くれて、とても素晴らしいと思います。」
12月号では、10人に図書券１０００円分をプレゼントします。

子どもたちにも野菜作りを楽しみながら自然とふれ合ってほ
しいと始めた市体験農園。萩野小6年生は総合的な学習
の時間に8種類もの野菜を栽培。大みそかには自ら栽培し
たそばを打つ。この日のそばもとてもおいしくできました。

表 　 紙
の

写 　 真

10月末現在の新庄人

バイオマス「寺子屋」でのソルガム収穫体験
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